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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成27年11月19日(2015.11.19)

【公表番号】特表2014-532058(P2014-532058A)
【公表日】平成26年12月4日(2014.12.4)
【年通号数】公開・登録公報2014-066
【出願番号】特願2014-533842(P2014-533842)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 487/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ   7/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/519    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/24     (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  61/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  487/04     １４２　
   Ｃ０７Ｆ    7/10     　　　Ｖ
   Ａ６１Ｋ   31/519    　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/24     　　　　
   Ｃ０７Ｂ   61/00     ３００　

【手続補正書】
【提出日】平成27年9月30日(2015.9.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記式：
【化１０４】

を有する化合物（９）の製造方法であって、
　（ａ）　化合物（６）又は（８）：
【化１０５】

を２－メチル－３－ブチン－２－オールと、不活性溶媒中での薗頭カップリング反応を介
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して反応させることにより、化合物（１３）：
【化１０６】

を提供すること；及び
　（ｂ）　化合物（１３）を不活性溶媒中の塩基で脱保護することにより、化合物（９）
を提供すること
を含む方法。
【請求項２】
　下記工程：
【化１０７】

を含む、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　工程（ｂ）における塩基が、Ｎａ２ＣＯ３、Ｋ２ＣＯ３、ＫＯＨ、Ｋ（又はＮａ）ＯＭ
ｅ、Ｋ（又はＮａ）ＯＥｔ、Ｋ（又はＮａ）Ｏｔ－Ｂｕ、及びこれらの組合せからなる群
より選択される、請求項１又は２記載の方法。
【請求項４】
　下記工程：
【化１０８】

を含む、請求項１～３のいずれか一項記載の方法。
【請求項５】
　下記式：
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【化１０９】

を有する化合物（Ａ）の製造方法であって、
　化合物（３）又は（７）：
【化１１０】

を、請求項１～４のいずれか一項記載のとおり調製した化合物（９）：
【化１１１】

と、不活性溶媒中での薗頭カップリング反応を介して反応させることにより、化合物（Ａ
）を提供することを含む方法。
【請求項６】
　化合物（７）が、化合物（１１）：
【化１１２】

をヨウ素化剤と酸性条件下で反応させることにより、化合物（７）を提供することによっ
て製造される、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　ヨウ素化剤が、Ｎ－ヨードスクシンイミドである、請求項５又は６に記載の方法。
【請求項８】
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　化合物（１１）が、化合物（１６）：
【化１１３】

を３－アミノピラゾールと不活性溶媒中で反応させることにより、化合物（１１）を提供
することによって製造される、請求項５～７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　化合物（１６）が、化合物（１４）：

【化１１４】

をトリフルオロ酢酸エチルと塩基性条件下で不活性溶媒中で反応させることにより、化合
物（１６）を提供することによって製造される、請求項５～８のいずれか１項に記載の方
法。
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